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取扱注意事項 
 
使用について 
・操作空気圧力は規定の許容範囲内でご使用下さい。破損や作動不良の原因となります。 
・操作空気はフィルタ、ミストセバレータ等でろ過された清浄乾燥空気を使用して下さい。寒冷地での
使用には保温等の配慮をして下さい。 
・エアコンプレッサーの容量及びエアタンク容量は、配管容量+エア消費量に30％程度の余裕を持たせ
て下さい。 
・アクチュエータ内部には工場出荷時に特殊グリスが塗布されており通常の御使用時には潤滑剤等の注
入は特に必要ありせん｡ 
・ご採用いただいた製品にはそれぞれの使用範囲(製品仕様)があります。使用流体、使用圧力、使用温
度等がご注文時の仕様と一致しているか確認の上ご使用下さい。 
 
環境について 
・最高使用温度を超える温度、又は最低使用温度未満の温度では使用しないでください。破損や作動
不良の原因となります。 
・屋内、外での御使用が可能です。但し屋外などの雨のかかる場所、酸性雰囲気、粉塵の多い場所、
湿気の高い場所等、劣悪環境下での御使用はアクチュエータ本体を保護する等の配慮を出来るだけ
行って下さい｡ 
・腐食性ガス雰囲気(亜硫酸ガス､塩素ガスなど)では使用しないでください。 
 
配管について 
・配管接続前にアクチュエータや付属機器等の作動検査を行うことをお薦めします。 
・バルブに付いている防塵キャップは、配管接続する直前に取り外すようにして下さい。 
・配管作業前に配管継手をエアブロー等で清浄し、溶接スパッタ、付着物等の異物を除去して下さい。 
・配管継手は規定サイズ、規定規格のものを使用してください。シール剤を使用する場合は、シール
剤が配管内を狭くしたり詰まらせたりしないよう注意して下さい。 
・バルブとパイプを接続する際には、必ず接続する側のバルブ六角部をスパナ掛けして締め込んで下
さい。 
・継手等をねじ込む際に、過大な力で締め付けないよう注意して下さい。 
 
設置について 
・自動バルブの取付部周辺には適当な広さのスペースを設け、メンテナンスに支障がないようにするこ
とをお薦めします。 
・自動バルブ固定用の穴加工等の追加工は行わないでください。破損や作動不良等の原因になります。
配管接続以外の固定が必要な場合は弊社までご相談下さい。 
・配管が振動する場合には防振対策を施して下さい。 
 
保守・点検について 
・自動バルブの作動検査などの際に、可動部品やバルブ内に手が触れないように注意して下さい。
怪我などの事故を起こす恐れがあります。 
・自動バルブの付属品部分(リミットスイッチ､ソレノイドバルブ等)をつかんで持ち運びをしないで
下さい。故障、破損の原因になります。 
・配管時にやむを得ずバルブからアクチュエータを取り外す際には、取付部品などの紛失に注意し
て下さい。 
・バルブの付属部品を取り外さないで下さい。故障や作動不良の原因になります。(付属部品の交
換などのため取り外しが必要な場合はご相談下さい｡) 
・アクチュエータは分解しないで下さい。分解が必要な場合は弊社までご相談下さい。 
 
初期不具合について 
・納入直後の数量欠損、初期不良などに関しては、弊社発送日より７日間受け付け致します。それ
以降のお申し出に関しては原則としてお応えできません。 
 
表：締め付けトルク 

バルブ型式 締め付けトルク（N・m） 
M202L-3/8”PT 15 ‒ 25 
M202L-1/2”PT 25 ‒ 35 
M202L-3/4”PT 40 ‒ 50 
M202L-1”PT 50 - 60 
M202L-1.1/2PT 70 - 80 
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基本操作 
 

ROTORK社製 GTラックアンドピニオン式アクチュエータの場合 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

動作 1 バルブ開 OPEN 
Port A(2)からの空気供給にてピストンは内側から外側へ移動し、
この際に動作軸は反時計回りに回転する。 
図はピストンの最終位置を示している。 

動作 2 バルブ閉 CLOSE 
Port B(4)からの空気供給にてピストンは外側から内側へ移動し、
この際に動作軸は時計回りに回転する。 
図はピストンの最終位置を示している。 

 

OMAL社製 DANスコッチヨーク式アクチュエータの場合 

 

 
 

 

 
 

動作 1 バルブ開 OPEN 
Port A(2)からの空気供給にてピストンは外側から内側へ移動し、
この際に動作軸は反時計回りに回転する。 
図はピストンの最終位置を示している。 

動作 2 バルブ閉 CLOSE 
Port B(4)からの空気供給にてピストンは内側から外側へ移動し、
この際に動作軸は時計回りに回転する。 
図はピストンの最終位置を示している。 

Port A (2) Port B (4) Port A (2) Port B (4) 

Port A (2) Port B (4) Port A (2) Port B (4) 
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ROTORK社製 GTラックアンドピニオン方式ロータリアクチュエータ 
 
 

基本仕様 

操作 清浄圧縮空気 

操作空気圧力 0.4MPa ～ 0.7MPa 

環境温度 0℃ ～ 80℃ 

接続口 NAMUR規格 G1/8, G1/4 

駆動角度 90 度 

バルブ取付部 ISO 5211 に準拠 

オプション取付部 NAMUR規格に準拠 

 

シリンダ容量 (ｄ㎥) 

型式 複作動 90° 単作動 90° K06 

GT52 0.28 0.13 

GT83 0.88 0.45 

GT110 1.90 0.98 

GT127 3.65 2.00 

動作時間 (供給空気圧力 0.6MPa 無負荷時) 

型式 (複作動型) 動作時間 (秒) 

GT52 0.158 

GT83 0.430 

GT110 0.462 

GT127 0.858 

単作動型 出力トルク (Nm) 

型式 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

供給空気圧力 
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾄﾙｸ 

0.4 MPa 0.5 MPa 0.6 MPa 0.7 MPa 

ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ ｽﾀｰﾄ ｴﾝﾄﾞ 

GT52 
K06 9.7 5.8 13.6 9.7 17.5 13.6 21.4 17.5 5.73 9.56 

K08 7.8 2.6 11.7 6.5 15.6 10.4 19.5 14.3 7.64 12.75 

GT83 
K06 35.9 23.7 50.7 39.5 64.8 52.7 79.4 67.2 21.68 33.58 

K08 28.5 12.3 43.0 26.8 57.5 41.3 72.0 55.8 28.91 44.78 

GT110 
K06 67.6 43.5 96.6 72.5 125.7 101.5 154.7 130.5 47.42 71.13 

K08 51.5 19.3 80.5 48.3 109.5 77.3 138.5 106.3 63.22 94.84 

GT127 
K06 140.4 82.7 198.4 140.7 256.4 198.7 314.4 256.7 89.82 146.3 

K08 109.8 33.0 167.8 91.0 225.8 149.0 283.8 206.9 119.8 195.1 

重量 (kg) 

型式 複作動 90° 単作動 90° K06 

GT52 0.90 1.00 

GT83 2.50 2.95 

GT110 5.20 6.20 

GT 127 9.00 10.7 

複作動型 出力トルク (Nm) 

 
供給空気圧力 

0.4 MPa 0.5 MPa 0.6 MPa 0.7 MPa 

GT52 15.6 19.5 23.4 27.3 

GT83 58.0 72.5 87.0 101.5 

GT110 116.0 145.0 174.0 203.0 

GT127 232.0 290.0 348.0 406.0 
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ROTORK社製 GTラックアンドピニオン方式ロータリアクチュエータ 
 

GT52,  GT83 寸法図 

  
 
 

GT110,  GT127 寸法図 
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寸法表 

型式 
寸法 (㎜) 

A B C D L SW G H I O 
GT52 50 68.5 74 94 133 14 F03 φ36 F05 φ50 M5x0.8 M6x1.0 
GT83 67 99.5 108 128 180 17 F05 φ50 F07 φ70 M6x1.0 M8x1.25 
GT110 90 120 140 160 223 22 F07 φ70 F10 φ102 M8x1.25 M10x1.5 

GT127 103 137 160 180 301 22 F07 φ70 F10 φ102 M8x1.25 M10x1.5 
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トルク特性

OMAL社製 DANスコッチヨーク方式ロータリアクチュエータ 
 
 
 
 
 
 
 

出力トルク表 (Nm) 

 回転角度 
(注 1) 

供給空気圧力 
0.4 MPa 0.5 MPa 0.6 MPa 0.7 MPa 

DAN45 

0° 32.1 40.2 48.3 56.4 

50° 16.2 20.1 24.0 28.2 

90° 24.3 30.3 36.3 42.3 

DAN60 

0° 42.9 53.6 64.3 75.0 

50° 21.4 26.8 32.1 37.5 

90° 32.1 40.2 48.2 56.3 

DAN106 

0° 75.7 94.6 113.6 132.5 

50° 37.9 47.3 56.8 66.3 

90° 57.1 71.4 85.7 100.0 

DAN120 

0° 85.7 107.0 128.6 150.0 

50° 42.9 53.6 64.3 75.0 

90° 64.3 80.4 96.4 112.5 

DAN180 

0° 128.4 161.8 193.2 225.6 

50° 64.8 80.4 96.0 112.8 

90° 97.2 121.2 145.2 169.2 

DAN360 

0° 256.8 321.6 386.4 451.2 

50° 129.6 160.8 192.0 225.6 

90° 194.4 242.4 290.4 338.4 

DAN480 

0° 342.9 428.6 514.3 600.0 

50° 171.4 214.3 257.1 300.0 

90° 257.1 321.4 385.7 450.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）回転角度は、開•閉共に始動位置からの回転角度を意味します。 

OMAL社製 DANスコッチヨーク方式ロータリアクチュエータ 

基本仕様 

操作 清浄圧縮空気 

操作空気圧力 0.4MPa ～ 0.7MPa 

環境温度 0℃ ～ 80℃ 

空気接続口 NAMUR規格 G1/8, G1/4 

駆動角度 90 度 

バルブ取付部 ISO 5211 に準拠 

オプション取付部 NAMUR規格に準拠 
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寸法図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寸法表 (㎜) 

 DAN 45 DAN 60 DAN 106 DAN 120 DAN 180 DAN 360 DAN 480 

ISO 5211 F04 F04 F05/F07 F05/F07 F07/F10 F07/F10 F10/F12 

A 190 199 238 245 290.5 340 388 

B 11 14 17 17 22 22 27 

C M5x8 M5x8 M6x9 M6x9 M8x12 M8x12 M10x15 

D ― ― M8x12 M8x12 M10x15 M10x15 M12x18 

E 42 42 50 50 70 70 102 

F ― ― 70 70 102 102 125 

M 34.5 37.7 44.8 46.8 56.5 62 72.9 

O 13.2 16.5 19.3 19.3 24.8 24.3 29.5 

P 30 32.7 38.5 40.2 51 56 62 

Q 34.5 37.7 44.8 46.8 56.5 62 72.9 

S 20 20 20 20 30 30 30 

T 64.5 70.4 83.3 87 107.5 118 135 

W (空気供給口) G 1/8” G 1/8” G 1/8” G 1/8” G 1/8” G 1/8” G 1/4” 

重量 ( kg ) 1.2 1.6 2.5 2.6 4.6 6.5 9.6 

シリンダ容量 ( d ㎥/cycle ) 0.22 0.3 0.55 0.59 0.95 1.8 2.6 

 

動作時間 (秒)(供給空気圧力 0.56MPa 無負荷時) 

型式 0°-90° 
(バルブ 開→閉) 

90°-0° 
(バルブ 閉→開) 

DAN45 0.08 0.09 

DAN60 0.10 0.10 

DAN106 0.12 0.13 

DAN120 0.15 0.15 

DAN180 0.20 0.21 

DAN360 0.38 0.36 

DAN480 0.46 0.4 
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自動ボールバルブ交換手順 
取り外し 

 

ボールバルブ固定ボルトを外し、ブラケットからボールバルブを取り外す。 
この時、カップリングの脱落、紛失に注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組み付け                                       
 
ボールバルブ組み付け前に下記の確認作業を行う。 
アクチュエータ 
 ・異音はないか。 
 ・確実に 90度回転するか。 
 ・外部に空気漏れはないか。 
バルブ 
  ・確実に 90度回転するか。 
 
 
 
 
 
 
下記の手順にて組み付け作業を行う。 
 
1. 必ずバルブ、アクチュエータ、それぞれの回転軸上部ノッチの向きが一致していることを確
認し、バルブとカップリングをアクチュエータに組み付けます。 

 
2. アクチュエータ軸部の中心とバルブ軸部の中心を目視により合わせ、バルブを仮止め固定す          
る。 

 
 
 
 
 
警告） アクチュエータとボールバルブの回転軸ずれがあると、作動時に回転軸にかかる負担が

大きくなり、軸シール部品破損の原因になります。バルブ内部のシール部品が破損する
とバルブ内の高圧流体が外部に漏れる恐れがあり危険です。必ず上記確認作業を行なっ
てください。 

 
 
3. バルブ固定ボルトを締め付けて完了。  

カップリング 

 

ノッチ 

 

ノッチ 
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オプション例 
 

 
 
 
 
  

バルブ型式 GT110 LS SV（N.C.）／ ー ー

OMAL - 複動式
DAN45 GT52

GT - 複作動式

GT83
GT110
GT127

無記号
●リミットスイッチ●

LS2
LSO
LSC
1LX2

LBF

なし
標準　開閉２点
標準　開１点
標準　閉１点
防爆　開閉２点

1LXO 防爆　開１点
1LXC 防爆　閉１点
VCX ２点検出形防爆

リミットスイッチボックス

無記号
●ソレノイドバルブ●

SV(NO)
SV(NC)

VEP(NC)

なし
常時開(通電時閉)
常時閉(通電時開)

小型防爆 常時開(通電時閉)
VEP(NO) 小型防爆 常時閉(通電時開)

GT52･K3
GT - 単作動式

GT83･K3
GT110･K3
GT127･K3

DAN60
DAN106
DAN120
DAN180
DAN360
DAN480

●アクチュエータ型式●

2 点検出形防爆リミットスイッチ 

リミットスイッチボックス：IP65 

汎用リミットスイッチ：IP64 

汎用ソレノイドバルブ：IP64 

サージキラー付きソレノイドバルブ：IP64 

防爆小型ソレノイドバルブ：d2G4 防爆ソレノイドバルブ：d2G4 
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ソレノイドバルブ作動変更方法例 
ボルト 2本を緩め、アクチュエータか
らソレノイドバルブを取り外す。 

取り外したソレノイドバルブを 180
度回す。 

ソレノイドバルブをアクチュエータ
に取り付ける。 

 
 
 

通電時 バルブ開位置 
 

 
 

 
！ボルト•パッキン•Oリングの紛失に注意 

 

 
 
 

通電時 バルブ閉位置 
 

 

ソレノイドバルブ手動操作方法 
手動操作が必要なとき、手動にて作動させることができます。 

ASCO製 汎用形 ASCO製 防爆形 

手動操作器にマイナスドライバーを挿入し、時計回りに”1”の
位置まで回して下さい。電磁部が通電された状態と同じ状態に
なります。 
注意）手動操作後は、必ず手動操作器を反時計回りに”0”の位
置まで戻して下さい。 

手動操作器にマイナスドライバーを挿入し、奥へ押し込んで時
計回りに”1”の位置まで回して下さい。電磁部が通電された状
態と同じ状態になります。 
注意）手動操作後は、必ず手動操作器を反時計回りに”0”の位
置まで戻して下さい。 

操作時 
 

 

解放時 
 

 

操作時 
 

 

解放時 
 

 

 

KONAN製 汎用形 KONAN製 防爆形 

手動操作器を押し込んで下さい。電磁部が通電された状態と同じ
状態になります。 
手動操作器を放すと、解放時に戻ります。 

手動操作器にマイナスドライバーを挿入し、奥へ押し込んで時
計回りに”LOCK”の位置まで回して下さい。電磁部が通電され
た状態と同じ状態になります。 
注意）手動操作後は、必ず手動操作器を反時計回りに”PUSH”
の位置まで戻して下さい。 

手動操作器 

 

操作時 

 

解放時 

 

 

  

取付ボルト 

 

1 

 
0 

 

1 

 
0 
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不具合の発見とその対策 

不具合内容 主な要因 または原因 対処 

 
円滑に作動しない 
 
作動しない 

作動用の供給空気圧力が規定よりも低い。 作動用の供給空気圧力を規定の圧力まで上げて下さい。 

作動用の空気配管(継手)に漏れがある。 漏れのある箇所の配管接続を見直して下さい。 

アクチュエータの空気供給口に異物が付着している。 異物が見られる場合は取り除いて下さい。 

アクチュエータ内部に異物が混入している。 アクチュエータのオーバーホール又は交換が必要です。 

ソレノイドバルブの空気供給口に異物が付着している。 異物が見られる場合は取り除いて下さい。 

ソレノイドバルブ内部に異物が混入している。 ソレノイドバルブのオーバーホール又は交換が必要で
す。 

ソレノイドバルブの結線不良。 結線部を見直して下さい。 

ソレノイドバルブの手動操作器の位置違い。 ソレノイドバルブの手動操作器を”0”の位置に戻して下
さい。(9 頁参照) 

ボールバルブの不具合。 ボールバルブのオーバーホール又は交換が必要です。 

 
リミットスイッチの信号
を検出しない 

リミットスイッチの結線不良。 結線部を見直して下さい。 

ストライカーの破損。 ストライカーの交換が必要です。 

リミットスイッチの不具合。 リミットスイッチの交換が必要です。 

付属のソレノイドバルブ
とボールバルブが逆の動
作をする 

ソレノイドバルブの取付位置違い。 ソレノイドバルブの取付位置を変更して下さい。 
(9 頁参照) 

ボールバルブの取付位置違い。 ボールバルブの開閉位置を確認し、逆に付いてる場合は
取り付け直して下さい。(7 頁参照) 

 

ご使用前の動作テスト 
安全のため、必ずご使用前に動作テストを行ってください。 

御相談、問い合わせ 

空圧自動ボールバルブご使用にあたってご不明な点、故障、修理等についてのお問い合わせは、下記の項目をご確認の上、ご購入先または
弊社までご連絡下さい。 
 
・購入年月日／施行年月日 
・購入先 
・製品名／空圧自動ボールバルブ型式 
・流体の種類／圧力／温度 
・使用期間／使用頻度／使用条件 
・故障、不具合等の詳細 
・会社名及び設置場所のご連絡先 

 

 
〒230-0071  神奈川県横浜市鶴見区駒岡 2 - 5 - 32 F･TEC ビル 
Tel ：045 - 586 - 2619 
Fax ：045 - 580 - 1695 
e-mail： info@flotec.jp 
URL： http://www.flotec.jp 
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